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【要　旨】

2000年の介護保険制度導入を背景に、介護サービス提供事業所は利用者の求める質の高いサービスの
提供が求められるようになり、同時に介護サービス提供の中心的な役割を担う介護福祉士を養成する養
成校においても、いかにして介護現場が求める質の高い介護福祉士を養成するかが重要な課題となって
いる。

介護の実践現場において、近年食事支援の重要性が高まりをみせていると同時に、現場から養成校に
対して、生活支援の中でも特に食事に関する実力向上を図る教育が求められているなど、介護福祉士養
成教育においても食事支援のあり方についての検討が望まれているのが現状である。そこで、本研究
は、介護の実践現場と養成校双方に着目し、生活支援の中でも、特に食事支援のあり方の視点に立ち、
介護福祉士の養成校に所属する学生に対して食事支援に関する意識調査を実施して、養成校に所属する
学生の食事支援に対する認識を明らかにすることを目的とした。

得られた回答から、食事支援の課題分析を目的とした因子分析を行い、天井効果がみられた項目につ
いてはその重要性が認識されていると判断し、フロア効果がみられた項目の構造を分析対象とした。分
析の結果、3 つの因子が析出され、第 1 因子を「調理活動の実践への支援と環境整備」、第 2 因子を「自
己選択・自己決定への支援」、第 3 因子を「食事環境への配慮」と名づけ、 3 つの因子に対する認識の
向上の必要性が示唆された。また、介護の実践現場に従事している介護福祉士の有資格者と資格取得課
程にいる養成校に所属する学生の食事支援に対する意識構造の比較分析を行い、双方は類似した傾向に
あることが明らかとなり、介護福祉士養成課程の基礎教育の重要性も示唆された。
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Ⅰ．研究の背景と目的

わが国において、2000年に導入された介護保険
制度は、「介護の社会化」を図る福祉制度の大き
な転換点となった。介護保険制度導入により、利
用者は必要とする福祉サービスを自己で選択する
ことが可能となり、在宅でサービスを受けながら
地域で生活する高齢者が増加し、サービス利用の
拡大、サービスの多様化、個別化が図られること
となった。こうしたことを背景に、介護サービス
提供事業所は、いかにして介護を必要とする高齢
者が質の高い生活を送ることが出来るか、といっ
た視点に立ちサービス内容の充実を図ることが求
められている。そして、いかにして高齢者の生活
支援を担う、質の高い介護福祉士を養成するか
は、介護福祉士養成校（以下；養成校）において
重要な課題となっている。

養成校にて介護福祉士資格を取得後、多くが従
事する介護の実践現場では、要介護高齢者に提供
する介護サービスの中でも、特に食事支援のあり
方が重要であることが寛木ら（2002）によって報
告され、食事支援に重点を置く介護サービス事業
所が増加していることも初鹿（2006）によって報
告されている。

また、介護現場から養成校への指摘として「特
に、食事について基本的な事柄での取り組みの中
でできない学生が増加しつつあるとの話が必ず聞
かれ、現場の介護支援専門員からも生活援助の実
力向上を図ってほしいとの要望も出ている」こと
が菊池ら（2008）によって言及されている。

このように、介護の実践現場において、食事支
援の重要性が高まりをみせている一方で、介護福
祉士養成教育においても食事支援のあり方につい
ての検討が望まれている。人間の生活の営みの中
心である食事といった生活支援の視点に基づいた
介護福祉士の知識・実践力向上は、介護現場・養
成校双方にとって重要な課題であるといえる。

本研究では、介護の実践現場と養成校双方に着
目し、生活支援の中でも、特に「食事支援のあり

方」の視点に立ち、介護現場に依拠することを目
的として介護現場に従事する介護福祉士の有資格
者を対象として二瓶（2015）が、調査・研究に取
り組んだ「食事支援の指針」1 ）を基盤として介護
福祉士の養成校に所属する学生に対して食事支援
に関する意識調査を実施し、養成校に所属する学
生の食事支援に対する認識を明らかにすることと
した。

そして、介護の実践現場に従事している介護福
祉士の有資格者と資格取得課程にいる養成校に所
属する学生の食事支援に対する意識構造の違いを
明らかにすることで、養成教育に求められる教育
内容のあり方についての示唆を得ることを本研究
の目的とする。

Ⅱ．研究方法

1．調査概要
（ 1 ）調査対象

対象校：介護福祉士養成校（四年制大学）
対象者： 介護福祉士養成校に所属する 1 年生〜

4 年生600名を対象とし、312名より回収、
有効回答は302名（50.3％）であった。

（ 2 ）調査期間
2015年11月12日〜2016年 1 月29日

（ 3 ）調査方法
自記式質問紙調査票を郵送送付・郵送回収

（ 4 ）回収方法
調査対象者は、調査票に回答後、個別封筒に厳

封し調査票を養成校ごとに一括返送とした。
（ 4 ）倫理的配慮

依頼文書に研究の趣旨、倫理的配慮、研究以外
の目的で使用しないことを記載し回答は無記名式
とし、個別に用意した封筒にて郵送回収とした。

（ 5 ）分析方法
食事支援の課題を明らかにするため、食事支援

の指針で示した項目のなかでも、「重要視されて
いない」傾向にある項目について因子分析を行
い、構造を概観した。
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分析方法として、記述統計量で天井効果・フロ
ア効果を測定し、天井効果は、平均プラス標準偏
差の算出から5.0以上として、天井効果のみられ
た項目は「重要性」が高く認識されていると判断
し、天井効果のみられた項目を除いて、因子分析

（主因子法・プロマックス回転）を行った。
固有値の前後の差の変化とスクリープロットの

変化から、因子数を 3 因子として、 2 回目の因子
分析を行い、因子負荷量が概ね0.4以下の項目の
12項目を除外し、 3 回目の因子分析を行うことに
より、 3 つの因子を析出した。また、因子分析後
尺度の信頼性はCronbachα係数の算出による内
的整合性の検討を行った。

2 ．調査結果
（ 1 ）回答者の属性

①性別： 女性 270人 （89.4％） 
男性 32人 （10.6％）

②学年： 1 年生 44人 （14.6％） 
2 年生 78人 （25.8％） 
3 年生 103人 （34.1％） 
4 年生 77人 （25.5％）

③介護実習の経験施設（複数回答）：
 　特別養護老人ホームが233人（77.1％）で最
も多く、次いで訪問介護事業所123人（40.7％）、
介護老人保健施設104人（34.4％）、デイサービス
59人（19.5％）、障害児者入所施設45人（14.9％）、
グループホーム43人（14.2％）であった。

（ 2 ）「食事支援の指針」の構造
調査項目として示した80項目のうち、天井効果

とフロア効果の測定により、天井効果がみられた
46項目を除いた34項目について主因子法による因
子分析を行った。

因子分析の結果、 3 つの因子が析出され、第 1
因子は、実際の調理活動に関する項目と調理活動
への環境整備など、調理活動と環境整備に関する
情報から構成されていることから、「調理活動の
実践への支援と環境整備」とした。

第 2 因子は、「食事を取る座席を利用者が決定

できる」や「利用者が食事の量を意思表示できる」
といった、食事場面における利用者の自己選択・
自己決定に関する情報から構成されていることか
ら、「食事場面における自己選択・自己決定への
支援」とした。

第 3 因子は、「食空間に適切な照明器具を使用」
「照明や窓からの日差しなどへの配慮」「テレビな
ど食事以外の刺激への配慮」など、食事を摂取す
る際の環境への配慮に関する情報で構成されてい
ることから、「食事環境への配慮」とした。

また、因子の内的整合性を示すCronbachα係
数は、第 1 因子0.898、第 2 因子0.815、第 3 因子
0.754で 3 因子において0.75以上の数値を示し、信
頼性が得られた。（表 1 ）

Ⅲ．考察

1．�食事支援の指針から示された食事支援におけ
る課題の因子構造パターン

第 1 因子は、調理活動の実践への支援と環境整
備に関する内容である。近年、在宅介護の推進や、
地域に住む高齢者への支援、認知症対応型共同生
活事業所（以下；グループホーム）等において、
調理を介した支援が多く実践されるようになり、
要介護高齢者における調理活動のもたらす効果に
関する研究が永田（1997）によって進められてお
り、介護サービスにおける調理活動に対する支援
への期待は高まりをみせている。また、調理活動
の実践は、グループホームだけでなく、ユニット
ケアを導入している特別養護老人ホームにおいて
も取り組みが進んでおり、老人保健施設において
は、作業療法の一環として調理活動を取り入れ、
要介護高齢者の中でも特に「認知症に対する作業
療法として有効である」ことが土屋（2000）、駒
井（2006）らによって明らかとされているなど、
施設の種別を問わず、介護サービス提供者は調理
活動への知識と技術も求められている。調理活動
は、基本的な調理技術や栄養面への配慮、食形態
への配慮、調理活動を安全に実施するための環境
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整備への配慮など、多くの知識を必要とするもの
である。

また、多くの学生の実習先となる、特別養護老
人ホームや介護老人保健施設では、調理活動をア
クティビティやレクリエーションの一環として取
り入れており、学生もお菓子作りや調理活動など

に一緒に参加するケースも多くなっている。レク
リエーション等に位置づけられた調理活動といっ
たグループ活動に学生が参加することは、利用者
や職員とのコミュニケーション促進の機会となる
ことから、学生にとっても人間関係構築の一助と
なる大変貴重な経験の場となることが考えられ

表 1　食事支援の指針から示唆された食事支援における課題の因子構造パターン
（養成校に所属する学生を対象）

因子間の相関 第１因子 第２因子 第３因子

第１因子 1.000
第２因子 .474 1.000
第３因子 .440 .487 1.000

1 2 3

400.880.-167.）可もでに共と員職（う行を膳配92目項

511.-850.-557.）可もで業作な単簡（う行をけ付り盛72目項

060.311.-327.）可もでに共と員職（う行を膳下03目項

240.600.-907.）どな択選の器食るす用使（う行を備準るわ関に事食82目項

710.770.-195.）可もで業作な単簡（う行を理調の際実62目項

340.-780.-385.定設の会機るきで入購を材食52目項

250.271.015.意用を台理調な能可節調のさ高23目項

220.412.005.意用の具器理調な切適43目項

220.871.564.備整の境環るきで加参に動活理調も者用使子椅車33目項

620.143.693.能可用使がンチッキりよに望希の者用利53目項

1 2 3

510.-056.340.-るきで用利が者用利りあが庫蔵冷の有共27目項

130.-595.090.-るきで用使に由自を料味調が者用利17目項

520.-265.810.-るきで定決が者用利を席座る取を事食37目項

300.945.170.-るきで定決が者用利を所場る取を事食07目項

700.-034.840.-るきでがとこるす整調を温室や度照が者用利47目項

481.-824.210.-会機のどな前出や食外96目項

520.-983.550.意用を卓食のズイサなまざまさ97目項

050.673.580.意用を卓食の数人少の下以人687目項

910.243.600.るきで示表思意を量の事食、が者用利57目項

1 2 3

356.350.-300.整調量音のどなトーカ・ビレテ・備設送放73目項

806.800.-110.-慮配のへどなし差日のらか窓や明照14目項

295.870.-400.慮配のへ激刺の外以事食どなビレテ04目項

045.422.050.-用使を具器明照な切適に間空食24目項

474.270.770.-ンイザデ飾装の壁・床な切適に間空食34目項

454.960.-320.みの後前の事食、はい匂の物べ食54目項

第1因子 調理活動の実践への支援と環境整備（Cronbachα＝0.898）10項
因子負荷量

第2因子 自己選択・自己決定への支援（Cronbachα＝0.815）9項
因子負荷量

第3因子 食事環境への配慮（Cronbachα＝0.754）6項
因子負荷量
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る。
しかしながら、高齢者や認知症高齢者などが実

際の調理活動を行う際には、安全面への配慮のみ
ならず、残存能力の活用や自主性を引き出す支援
方法など、様々な場面において注意や配慮を要す
ることから、調理を介した支援のあり方に関して
は、介護福祉士養成教育においても内容の充実が
求められるものと考えられる。

第 2 因子は、食事支援における「自己選択・自
己決定への支援」に関する内容である。「自己決
定」は、バイスティックの 7 原則の中にも示され
ているとおり個別援助の原点であることから「自
己決定」を尊重するためには「選択の自由」が保
障されていなければならない。

食事支援はこれまで、給食スタイルで「食事」
を提供し必要な利用者に対し介助を行うというよ
うに、利用者は「受け身」の立場におかれてい
た。しかしながら、食事は、個々が形成してきた
食文化や嗜好性などを有しているものであり、支
援者が使用量に配慮しながら調味料などを自由に
使用できるといった配慮は、個人の尊厳を尊重す
ることにも繋がると考えられる。また、食事支援
は、単に「食事」を摂取するだけでなく、食環境
の整備（食事を摂る座席の選択）によって、利用
者の「自己選択・自己決定」を可能とする要素も
含んでいる。このように、物理的な環境整備の視
点をもつことにより、食事支援は、利用者にとっ
て大きな意義をもたらすものと考えられる。

また、認知症などにより判断力の低下した高齢
者についての自己決定支援は、制限・干渉がある
ことを藤原（2015）が指摘しているが、個人の判
断能力の制限といった枠組みのなかで、いかにし
て利用者の「自己選択・自己決定」の機会を創出
し、どこまで支援という方法で介入するかといっ
た視点は、介護福祉士の専門性へも寄与するもの
と考えられる。このことからも、養成校で学ぶ段
階から、利用者の能力や意欲を引き出す支援は食
事など生活していくうえで、様々な場面で必要と
されることや、実際の介護現場における実習等

で、利用者の生活を観察し、職員の関わりから学
ぶ中で、自己選択や自己決定を実現できる支援の
あり方を考える姿勢を身に付けることができるよ
う教授することが求められるといえる。

第 3 因子は、食空間に対する環境整備に関する
内 容 で あ る。 高 齢 者 施 設 の 環 境 は、 児 玉 ら

（2015）によって、認知症高齢者のQOL概念の 1
つであるとされ、施設環境への配慮・調整も重要
な支援の一つとして考えられている。施設の建物
や設備といった物理的な環境整備だけでなく、食
事支援においては、支援者の介入によってコント
ロール可能な環境整備の要素もあり、食事支援を
取り巻く環境整備のあり方についても広い概念の
もと教育を行っていく必要があると考えられる。

2 ．�介護福祉士の有資格者と養成校に所属する学
生の因子構造パターンの比較

介護福祉士養成校に所属する学生を対象として
本調査で得られた食事支援における課題の構造因
子パターンと、すでに実施している介護施設に従
事する介護福祉士の有資格者を対象とした調査分
析 2 ）における、食事支援における課題の構造因
子パターンを比較したところ（表 2 ）、示された
構造因子のパターンは類似した傾向にあり、名付
けた因子は養成校に所属する学生、介護福祉士の
有資格者共に同様のものとなった。

得られた 2 つの因子構造パターンについて、 3
因子で示された項目の詳細について養成校の学
生・介護福祉士の有資格者を比較すると、本調査
分析の第 2 因子で示された食事場面における「自
己選択・自己決定への支援」が、介護福祉士の有
資格者と比較すると養成校に所属する学生の方が
その重要性や必要性に関する認識が低い傾向にあ
ることが明らかとなった。また、食事支援や食事
を介した介護実践に関する認識は、養成校に所属
している時点と介護福祉士を有して介護施設に従
事したあとも大きく変化することはないことが考
えられ、養成課程における基礎教育の重要性が示
唆された。そして、本調査分析において示された
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3 因子と、その中でも特に第 2 因子の「食事場面
における自己選択・自己決定」に関する項目につ
いては、更なる教育の充実を図ることが課題であ
ることが示された。

さらに、介護福祉士養成教育と「食事」に関連
した先行研究を概観すると、神部ら（2003）によ

る介護福祉養成校で学ぶ学生を対象内容に関する
意識を明らかにした研究、杉永ら（1999）、湯川
ら（2004）による家政学系科目に関する教員を対
象としたアンケート調査に関する研究、上廷ら

（2011）、福田（2013）による介護福祉士養成校を
卒業した介護福祉士を対象として、仕事上「役立

表 2　食事支援の指針から示唆された食事支援における課題の因子構造パターン
（介護福祉士の有資格者を対象）

1 2 3

項目27 盛り付けを行う（簡単な作業でも可） .882 -.057 -.147

項目26 実際の調理を行う（簡単な作業でも可） .835 -.027 -.146

項目29 配膳を行う（職員と共にでも可）　 .774 -.139 .007

項目28 食事に関わる準備を行う（使用する食器の選択など） .755 .034 -.028

項目30 下膳を行う　（職員と共にでも可）　 .698 -.036 -.047

項目25 食材を購入できる機会の設定 .651 -.019 .001

項目34 適切な調理器具の用意 .558 .044 .131

項目33 車椅子使用者も調理活動に参加できる環境の整備 .553 .064 .159

項目32 高さの調節可能な調理台を用意 .536 .078 .116

項目35 利用者の希望によりキッチンが使用可能 .465 .020 .258

項目24 メニューの立案への参加（一部でも可） .435 .104 .109

項目51 安全に調理活動を行える十分なスペース .394 .199 .063

1 2 3

項目37 放送設備・テレビ・カートなどの音量調整 .014 .637 -.118

項目42 食空間に適切な照明器具を使用 -.073 .628 .147

項目41 照明や窓からの日差しなどへの配慮 .035 .615 -.078

項目43 食空間に適切な床・壁の装飾デザイン -.026 .542 .147

項目40 テレビなど食事以外の刺激への配慮 .013 .532 -.072

項目36 食事に合わせたBGM .017 .484 -.110

項目65 職員は食事に合わせた服装をする -.105 .426 .118

項目45 食べ物の匂いは、食事の前後のみ -.030 .423 -.009

項目11 食卓の飾り物への配慮 .171 .400 -.062

1 2 3

項目71 食事を取る座席を利用者が決定できる -.020 -.060 .732

項目73 利用者が調味料を自由に使用できる　 .021 -.012 .729

項目72 共有の冷蔵庫があり利用者が利用できる .027 -.055 .708

項目74 利用者が照度や室温を調整することができる .040 .064 .529

第3因子　自己選択・自己決定への支援（Cronbachα＝0.813）4項目

第1因子　調理環境への配慮（Cronbachα＝0.898）12項目

第2因子　食事環境への配慮（Cronbachα＝0.751）9項目

因子負荷量

因子負荷量

因子負荷量

因子間の相関 第１因子 第２因子 第３因子

第１因子 1.000
第２因子 .474 1.000
第３因子 .453 .517 1.000
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つ」と思う家政学の内容を把握することを目的と
した調査研究等がみられた。養成校における食事
に関連した教育は、現行のカリキュラムの以前の
旧カリキュラム時に「家政学概論」や「家政学実
習」といった科目にて体系的に学習出来るカリ
キュラムが展開されていたことから、「家政学系
科目」としての位置づけによる先行研究が見られ
るものの、「食事」に特化し、さらに介護現場や
実際に介護現場に従事する介護福祉士と養成校に
所属する学生の双方に着目した研究は少ないのが
現状であることが明らかとなった。

このことから、介護福祉士の有資格者と、養成
校の学生の食事支援に対する認識を比較すること
を目的とした本研究は、関連分野の先行研究に一
石を投じることが期待されると考えられた。ま
た、本研究によって、介護現場から指摘のある

「生活援助力不足」を解消するために必要な教育
のあり方、卒後、介護現場における実践力を身に
つける為に必要な教育内容の示唆を得ることが出
来、より介護現場に即した教育の実現に繋がるも
のと示唆された。特に、先述の介護現場からの

「生活援助力不足」の指摘に対する教育のあり方
については、介護福祉士養成カリキュラムが2009
年 4 月から大幅な改正のもと実施され、旧カリ
キュラムにおいて独立の科目として展開されてい
た「家政学」が現行のカリキュラムで「介護の基
本」や「生活支援技術」の領域なかで各介護福祉
士養成校の裁量に任されたことにより、各養成校
の教育内容や教育効果が大きく問われるものと考
えられる。現場が求める生活援助力を身につけた
介護福祉士を養成するには、体系的な知識・技術
を教授する授業とともに、介護現場で実際に生活
を営む要介護高齢者が求める支援に適応できる能
力を養う教育を行い養成校在学中のみならず、介
護福祉士として現場に従事してからも発展的に学
びを深めていく基礎を構築するのが養成教育の責
務であると考える。

また、今回の調査分析における因子構造のパ
ターンから「食事支援」＝「食事」といった概念

に限定されるのではなく、生活支援に関する他領
域の知識も必要となることが示されている。人間
の基本的欲求を満たすために繰り返される買い物
や食事づくり、食事における団欒、後片づけと
いった一連の生活行為は、生きるうえでの基盤で
あり、介護施設で行われる「食事介助」は、介護
実習に臨む多くの学生が経験する支援でもある。
生活経験の少ない学生が、要介護高齢者・障害者
を理解し支援するうえでは、基礎的な知識・技術
の習得が必須であり、知識・技術の習得に合わせ
て他領域・科目との関連性を考慮した応用的な教
育内容を組み込んでいく必要があると考えられ
る。

以上のことからも、専門領域ごとに特化した旧
カリキュラムの教育体系から大幅な転換が図られ
た現行のカリキュラムは、時代が求める介護福祉
士養成教育に即したものであり、現場が求める介
護福祉士養成教育の内容を明らかにしながらカリ
キュラムを検討することで、介護福祉士の専門性
や独自性に寄与していくものといえる。

今後は、各養成校において行われている食事に
関連した教育内容を明らかにするとともに、本調
査で示された 3 因子と、実際の教育内容・教育効
果等の関連性について考察を深め、現カリキュラ
ムの特性を活かした、介護福祉士養成教育の質的
向上に向けた教育のあり方について具体的な提言
を行うことを課題としたい。

最後に、本調査にご協力頂いた全国の介護福祉
士養成校に所属する学生・教員の皆さまに感謝・
御礼申し上げる。

【附記】

本研究は、平成27年度大妻女子大学「戦略的個
人研究費（S2736）」の助成を受けたものである。

【注】
1 ） 本研究で用いた「食事支援の指針」は、介護福

祉士の養成教育や介護現場において、食事支援
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のあり方や食事支援の課題について検討（教
育・研修）する際に職員の共通認識を図るツー
ルとしての活用を目的として策定したものであ
る。策定に至るプロセスとして、「介護」の概
念整理、食事支援の実態調査による現状と課題
分析、介護現場に従事する介護福祉士を対象と
した食事支援に対する意識調査を実施し、食事
支援のあり方を示す指針として検討した項目と
その具体的内容について、実践現場に従事する
介護福祉士の有資格者に調査を実施して考察を
行った。

 「食事支援の指針」として、 1 ．食事認識への
支援　 2 ．機能的な能力への支援 3 ．環境にお
ける刺激と質の調整　 4 ．安心と安全への支援　
5 ．生活の継続性への支援 6 ．自己選択への支
援　 7 ．ふれあいの促進の 7 カテゴリー、全71
の項目を示している。

2 ） 注 1 ）で策定した要介護者への食事支援のあり
方を示した「食事支援の指針」をもとに、本研
究と同様の調査票・分析方法を用いて、某県内
に登録のある特別養護老人ホーム（154施設）、
認知症対応型共同生活介護事業所（191事業所）
に勤務する介護福祉士の有資格者（645名）を
対象に自記式質問紙調査を実施した。因子分析
の結果、第 1 因子を「調理活動の実践と安全へ
の配慮」、第 2 因子を「食事環境への配慮」、第
3 因子を「自己選択・自己決定への支援」と名
付け、介護現場における介護福祉士の食事支援
の意識と課題を明らかにした。
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